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選挙における調査と予測報道

鈴木督久

　2009年８月の衆院・総選挙は，民主党が300
議席を超す圧勝をして政権交代という歴史的結
果に終わった。2010年７月には参院選が実施さ
れ，民主党政権の１年間に対する有権者の評価
が下される。選挙があると報道機関は有権者に
対する情報提供として，選挙予測報道をする。
選挙予測は正確さを要求され，それが報道機関
の社会的信頼を支えている側面もある。
　報道機関の選挙予測は主に新聞紙面とテレビ
番組で報道される。新聞社は投票日前に情勢報
道をし，テレビ局は投票当日に開票速報を放映
する。この２種類の選挙予測を以下のように区
別しておこう。
　⑴ 公示後から投票日までに報道する事前の

予測（主に新聞紙面）
　⑵ 投票後から開票終了までの当日報道する

予測（主にテレビ番組）
　どちらの予測報道も量的調査と質的調査を実
施した結果を利用している。量的調査とは標本
調査であり形式的には世論調査と同じだが，当
日の開票速報で利用している標本調査は特に出
口調査と呼ばれている。出口調査の実施主体は
テレビ局だけでなく新聞社・通信社でも実施し
ており，開票当日は新聞社のWEBサイトで開
票速報に使われたあと，翌日の紙面において有
権者の投票結果の行動分析記事などに利用され
ている。質的調査とは記者による取材調査のこ

とである。主な内容は選挙区の関係者・支持組
織などに対する取材，有権者の反応などの現地
観察，さらに開票所における開票結果の取材も
含むあらゆる情報収集活動の総称である。

事前の情勢予測と報道

　2009年８月の総選挙で全国紙・通信社は表に
示したように，民主党が300議席超で圧勝して
政権交代すると予測報道し，実際にそうなった。
報道機関の選挙予測の最大目的は政党別獲得議
席数であり，一面トップで報道される。これは
選挙後の政治体制を決めるからであり，小選挙
区制の下ではどの政党が過半数の議席を獲得す
るかが焦点となる。第２の目的は各候補者の個
別の当落である。これは新聞の中面に選挙区別
の情勢解説記事として掲載される。
　標本調査の測定方法としては，衆院に小選挙
区比例代表並立制が導入された1996年以降は電
話法が主流となった。標本抽出方法としては
RDD（ランダム・デジット・ダイヤリング）
法が採用されている。RDDサンプリングは固
定電話世帯を枠母集団として無作為抽出した番
号に電話し（第一段），世帯内で調査対象者１
人を無作為抽出して質問する（第二段）。質問
内容は小選挙区と比例代表への投票先などを中
心に10項目程度である。回収標本サイズは各選
挙区で数百人前後だが，衆院の場合は300選挙
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区もあるので調査全体の計画標本サイズは数十 
万人という大規模な調査プロジェクトとなる

（表の標本サイズ欄参照）。
　調査における投票意向，つまり各候補者に関
する標本支持率は実際の得票率と同じではない。
そこには標本誤差のほかに非標本誤差も含まれ
ている。予測システムの第一段階は標本支持率
から非標本誤差をできるだけ除去する「補正」
という作業が実施される。補正結果を標本支持
率とは区別して推定得票率と呼ぼう。次に標本
誤差を考慮して推定得票率から各候補者の当選
確率を求める。最後に当選確率を積み上げた結
果としての政党別獲得議席数を区間推定する。
比例代表は全国11に分類されたブロックごとに
小選挙区とほぼ同様の方法で予測分析して政党
別の獲得議席数の区間推定をする。これらのデ

ータ解析・予測分析は調査のあと数時間で終了
しなければならない。大勢のスタッフが周到な
準備をして進めるが，どれだけ準備しても現場
はいつでも「絶対に失敗できない」という強い
緊張感と時間制約の中で仕事をすることになる。
　この推定結果をそのまま紙面に反映する新聞
社もあるが，小選挙区に関しては記者を集めて
取材情報を加えた検討をしたのち，統計的推測
の結果を修正して紙面化する社もある。以上の
ような予測プロセスの結果として選挙前の新聞
紙上に「民主が300議席超の勢い」という見出
しが出るのである。

開票日の予測と報道

　テレビ局は投票が終了する午後８時をめどに
番組をスタートし，冒頭から当選確実（当確）
の候補者を次々に発表していく。「なぜ開票率
０%なのに当確なのか」「なぜ開票数が下回っ

（注１）朝日⑴の調査選挙区数は150。読売⑵は200。ほかは300選挙
区が調査対象。

（注２）予測値欄にGとあるのは，予測議席数の区間・点推定値を
発表せずグラフなどで表示していることを示す。

表　新聞社・通信社による事前の選挙情勢予測調査・
報道と投票結果

ている候補者に当確が出るのか」とい
う素朴な疑問をもつ視聴者もいる。
　これは出口調査などの予測結果を報
道しているからであり，開票結果の伝
達ではないというのが疑問への回答で
ある。調査と取材による質量両面の予
測分析の結果から，開票前に当確と断
定できる候補者が存在するということ
である。一方で接戦の選挙区に関して
は，開票結果と照合しながら慎重に判
断していく。テレビ局でも「当確のミ
スは絶対に許されない」という緊張感
に支配され，多数のスタッフが選挙報
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道に動員されている。すべて開票される最後ま
で判定を保留する選挙区もある。こうして投票
終了から数時間の選挙番組は，480議席が次第
に決まっていくような流れで構成されるのであ
る。
　出口調査は投票所の出口で，調査員が投票者
に面接して測定する。投票先の質問は調査員に
見えないように自記式で封入回収する社もある。
目標母集団は投票者だが，番組を午後８時にス
タートするために調査を６時に終了して集計・
分析することが多い。この場合は期日前投票者
と午後６時以降の投票者の部分がカバレッジ誤
差となる。この影響の構造と程度については各
社で研究されており予測分析で考慮されるが，
最近では増加する期日前投票に対応して，期日
前投票所での出口調査も実施されている。
　標本抽出は層化二段無作為抽出法で，地域的
特性（地盤や産業・歴史背景など）を考慮して
層化する。第一次抽出単位を投票区として確率
比例抽出する。第二次抽出単位は投票者で，一
定数を無作為抽出する。系統抽出法の利用が多
いが，共同通信社では男女交互に抽出するなど
各社で若干の実践的変法がある。抽出間隔は投
票区内の投票者数が未知なので過去の実績など
から推定して概算する。標本サイズは情勢調査
と同程度かそれ以上に大規模である。
　出口調査で得る標本支持率は事前の情勢調査
よりも精度が高いが，やはり回答拒否もあり非
標本誤差を含むので情勢調査と同様に標本支持
率から推定得票率，当選確率を求めて政党別獲
得議席数を区間推定する。午後６時の調査終了
後ただちに分析を終え，２時間後の放送前には
政党別の獲得議席数予測は終了しており，番組
冒頭で「政権交代の模様だ」などと全体状況が
報道される。午後８時以降は全国の投票所に配
備された取材陣から本社に送られ続ける開票デ
ータを累積・集計して予測分析を進める。
　テレビ局の予測議席数は番組の中で述べるだ
けで出版物はないが，2009年８月の総選挙にお
いては，NHK（日本放送協会）の午後８時発
表（以下同じ）は「民主298～329，自民84～
131」という区間推定であった。ANN（テレビ

朝日）は「民主315，自民106」という点推定で，
NHKの中央値「民主313.5，自民107.5」とほぼ
同じだった。他の民放各社はいずれも点推定「民
主320強，自民90後半」の近傍で共通していた。
NHKやANNと比較すると他局は民主を過大

（自民を過小）予測しており，新聞各社の事前
情勢予測の値（表）に近かった。
　ところで「開票率０%で当確」の仕組みであ
るが，300小選挙区における当選者と２位との
得票率差の分布をみると，予測分析の現場実感
を少しもてるだろう。図に得票率差を幹葉図で
表示したが，集計すると20P（パーセント・ポ
イント）差以上の小選挙区が92あり，10P以上
と10P未満がちょうど104ずつで，300選挙区が
およそ100選挙区ずつ３等分されている。この
ように選挙は楽勝から接戦まで分布している。
本当は標本支持率か推定得票率の分布を示した
いところだが，それは公表されていないので得
票率の分布から想像してほしい。標本支持率に
おいても得票率と同じように楽勝から接戦まで
分布している。得票率差には下限０という制約
があるので分布の形状は少し異なるが，およそ
近似した平均値を中心に分布していることは同

図　小選挙区の当選者と次点との得票率差分布
（2009年総選挙）。
（注）栃木３区（渡辺喜美が95.3%で当選）は外れ
値として除いた。
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じである。
　実態はポイント差だけで判定するのではなく，
当選確率も計算し取材情報も加味しているのだ
が，大雑把な状況を説明することがここでの目
的である。たとえば「出口調査で20P以上の差
をつけた候補者が落選した事例は過去にない」
というような経験的事実を報道機関の予測担当
者はもっていて，そのような圧倒的に優勢の候
補者が開票率０％で当確を打つ候補となる。
10P以上の差で落選した例は皆無というわけで
はない。99%の信頼区間でよい，つまり「１選
挙区くらい当確を間違えてよい」という判断は
ないので，あらゆる情報を総合しながら当確の
間違いを避ける。開票情報も単に何割の開票が
終了したかではなく，どの地域の票が集計され
たのか，つまり地盤という質的判断なども加え
ながら当確を打ってよいかを決断する。５P未
満というような大激戦の選挙区は52あり，もち
ろん調査データでも接戦状況を示している。こ
のような接戦の選挙区は急いで判定はせずに，
開票結果を待つことになる。

予測分析の方法

　情勢調査でも出口調査でも標本支持率から推
定得票率を求める方法は回帰分析モデルが一般
的である。過去の選挙における標本支持率など
を独立変数とし，得票率を従属変数とする。独
立変数の選択とか，ロジスティック回帰モデル
を使うとか，細部は各社で違いがあるが本質的
には過去の調査データから構成したモデルに今
回の調査データを代入した予測値が推定得票率
である。推定得票率には標本誤差しか含まれて
いない状態にすることが目標で，これを「補正」
と呼ぶことが多い。この用語は偏りを除去する
という実感からきている。
　回答を拒否する人は多い。回答してもそれは
ウソかもしれない。投票所で気が変わるかもし
れない。選挙に行かないかもしれない。有権者
は投票態度を決めている固定層から，投票所に
行ってから考えるような浮動層まで分布してい
る。候補者特性による影響も受けるだろう。あ
らゆる非標本誤差を含んで偏る。本当は得票率

を測定したい。標本支持率が得票率から偏りを
もつほど構成概念妥当性が低いともいえる。し
かし予測にとっては妥当性より信頼性が重要で
ある。偏りは不可避である。そうであるなら積
極的に偏りがあってもかまわないと思うことに
する。偏りを恐れず忌避しない。偏りはいつも
安定して同じように偏ることが，つまり測定の
信頼性こそが重要なのである。そのためには調
査管理が重要である。いつも同じやり方で調査
を実施してデータを蓄積する継続性こそが基本
的に重要である。分析より収集が重要だと言い
切ってもいい。そうすれば偏りを構造化できる。
それが補正の意味である。
　こうして求めた推定得票率から，次に当選確
率を求める。この計算方法としては頻度論的な
アプローチが一般的である。判別分析モデルを
利用する場合もある。候補者個人の当選確率と
政党別の獲得議席の区間推定を同時に求めるに
はブートストラップ法も利用される。ベイズ的
方法による当選確率の計算も適用できると思わ
れるが，現状では採用している報道機関はない
と思われる。
　2009年８月の総選挙における選挙予測は，総
括的に述べれば「民主が300議席超で政権交代」
という情勢が最後まで揺るぎなかったという意
味で成功したが，民主党が320議席という予測
は過大であった。接戦の選挙区で自民党の実力
者たちが文字通り実力を発揮した。その傾向は
終盤の情勢調査や出口調査に出ていたが，ギリ
ギリの攻防であり統計的な判定の範囲外であっ
たとも，調査と予測モデルの限界であったとも
いえる。
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